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町
民
を
対
象
と
し
た

平
成
23
年
度
玉
城
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０

２
月
26
日
、
田
丸
小
学
校
で
平
成
23
年
度
玉
城
町

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大
規

【
訓
練
の
内
容
】

①
初
期
消
火
訓
練

火
災
が
発
生
し
た

場
合
に
す
ぐ
に
消
火

で
き
る
よ
う
、
消
火

器
等
に
よ
る
初
期
消

火
の
訓
練
。

②
救
出
救
助
訓
練

倒
壊
家
屋
な
ど
の

下
敷
き
に
な
っ
た
人

を
救
出
す
る
た
め
の

訓
練
。

身
近
に
あ
る
車
用

の
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
用

し
て
の
救
出
で
は
、

助
け
出
す
人
が
ケ
ガ

を
し
な
い
こ
と
や
周

囲
の
人
と
協
力
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

模
な
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
近
隣
住
民
の
協
力
が

大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
町
民
が
防
災
知
識

を
身
に
付
け
、
日
常
か
ら
の
連
携
を
通
し
て
各
区
で

の
自
主
防
災
組
織
作
り
や
訓
練
の
取
組
み
強
化
を
図

る
目
的
で
行
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
、
51
自
治
区
の
み
な
さ
ん
、
関
係
団
体
、

町
職
員
な
ど
総
勢
５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
整

列
し
、
町
長
訓
示
の
あ
と
、
①
～
⑤
の
訓
練
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

指
導
に
は
伊
勢
市
消
防
本
部
、
玉
城
町
建
設
業
協

同
組
合
、
玉
城
町
消
防
団
が
あ
た
り
ま
し
た
。
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WHAT'S  NEW
③
搬
送
救
護
訓
練

け
が
人
の
手
当
、

搬
送
な
ど
の
応
急

救
護
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
す
る
た

め
の
訓
練
。

④
応
急
手
当
訓
練

骨
折
や
出
血
し

た
際
、
手
近
に
あ

る
も
の
で
代
用
し
、

副
子
（
添
え
木
）

固
定
や
止
血
す
る

方
法
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

⑤
避
難
所
運
営
（
設
営
）
訓
練

体
育
館
で
は
、避
難
し
た
生
活
ス
ペ
ー
ス
の
体
験
、

災
害
用
備
蓄
品
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
城
町
建
設
業
協
同
組
合
の
指
導
に
よ
る

土
の
う
作
り
、
地
震
体
験
車
に
よ
る
震
度
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
『
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』
の
設
営
訓
練
も
あ
り

ま
し
た
。

今
回
、
各
訓
練
で
は
主
に
地
震
が
発
生
し
た
直
後

に
お
け
る
初
期
活
動
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

災
害
発
生
後
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
み
な
さ

ん
の
協
力
（
共
助
）
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
、
訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 伊勢市消防本部玉城出張所に 
 水槽付消防ポンプ自動車が配備 

３月１日、伊勢市消防本部玉城出張所に水槽付き消防ポンプ自
動車が配備されました。
今まで配備していた消防ポンプ車の老朽化に伴い、1.5 ｔの水

を載せた消防ポンプ自動車に更新さ
れました。
玉城出張所には、今回の消防ポン

プ車と昨年導入した高規格救急車が
配備されています。

訓練終了後に行った
【アンケート結果】

参加者163人（男性120人、女性43人）の方から回答をい
ただきました。
１．参加者の年代

２．防災訓練の感想

３．参加してよかった訓練（複数回答可）

４．自治区防災訓練実施状況

主な意見
◦応急手当訓練は自分のタメになって良かった（10～20代女性）。
◦とても参考になった（30代男性ほか）。
◦小学校とも連帯して実施してほしい（40代男性）。
◦各地区でもこのような訓練を実施してほしい（50代男性ほか）。
◦耳や目だけでなく、体験できたのが良かった（60代女性）。
◦大人だけでなく子供も参加したほうが良いと思う（70代以
上男性）。

10～20代
5％

30代
12％
30代
12％

40代
15％
40代
15％

50代
26％
50代
26％

60代
32％
60代
32％

70代
10％
70代
10％

よかった
84％

よかった
84％

ふつう
15％
ふつう
15％

悪かった
1％

悪かった
1％

避難所運営避難所運営

応急手当応急手当

搬送救護搬送救護

救出救助救出救助

初期消火初期消火

3030

120120

9191

8282

6666

0 20 40 60 80 100 120 140

実施する予定
21％

実施する予定
21％

わからない
70％

わからない
70％

実施している
9％

実施している
9％

年代 回答数
10〜20代 8
30代 19
40代 25
50代 43
60代 51
70代以上 17
　　計 163

回答数
よかった 137
ふつう 25
悪かった 1
　　計 163

回答数
実施している 14
実施する予定 34
わからない 115
　　計 163

初期消火 66
救出救助 82
搬送救護 91
応急手当 120
避難所運営 30
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

注
目
の
話
題

第
５
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

玉
城
町
レ
コ
ー
ド
を
更
新

大
健
闘
！
５
年
連
続
町
の
部
入
賞

２
月
19
日
、
第
５
回
美
し
国
三
重
市

町
対
抗
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
（
18
日
）
で
は
、第
３
区
（
中

学
生
女
子
）
を
走
る
森
絵
菜
さ
ん
（
玉

城
中
２
年
）
が
、
鈴
木
三
重
県
知
事
か

ら
タ
ス
キ
を
受
け
取
り
、
堅
い
握
手
を

交
わ
し
て
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
で
は
、
第
３
区
で
森
絵
菜
さ

ん
が
７
人
抜
き
、
第
６
区
（
ジ
ュ
ニ
ア

男
子
）
で
辻
井
三
嗣
さ
ん
（
伊
賀
白
鳳

高
３
年
）
が
大
会
タ
イ
記
録
を
出
す
快

走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
沿
道
で
は
、
玉
丸
城
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
力
強
い
太
鼓
や
町
職
員
組
合

（
給
食
調
理
員
）
に
よ
る
豚
汁
と
ぜ
ん

ざ
い
の
振
る
舞
い
が
あ
り
、
寒
い
中
、

町
内
応
援
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
最
終
中
継
所
は
繰
上
げ
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
選
手

が
必
死
に
タ
ス
キ
を
繋
い
だ
結
果
、
２

時
間
37
分
21
秒
の
玉
城
町
の
歴
代
記
録

を
更
新
す
る
タ
イ
ム
（
第
１
回
大
会
：

２
時
間
37
分
25
秒
）
で
ゴ
ー
ル
し
、
町

の
部
で
５
年
連
続
入
賞
（
８
位
入
賞
）

開会式で鈴木知事からたすきを受け取る森絵菜さん

熱い声援を背に走る板倉菜也さん（９区）

大会終了後の集合写真

を
果
た
し
ま
し
た
（
大
会
当
日
、
町
内

放
送
【
防
災
無
線
】
で
は
２
時
間
37
分

33
秒
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
後
日
大

会
事
務
局
か
ら
第
１
区
の
記
録
訂
正
が

あ
り
ま
し
た
）。

次
回
第
６
回
大
会
は
、
平
成
25
年
２

月
17
日
開
催
予
定
で
す
。
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第
10
回
『
ふ
る
さ
と
講
演
会
』
開
催

下
外
城
田
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
完
成

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
名
『
つ
つ
じ
が
丘
』

玉
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
各
界
の
第

一
線
で
活
躍
の
中
の
方
を
講
師
に
迎
え

る
「
ふ
る
さ
と
講
演
会
」
が
２
月
22
日
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
原
区

に
あ
る
円
鏡
寺
の
住
職
で
現
在
四
天
王

寺
大
学
に
お
い
て
教
べ
ん
を
執
ら
れ
て

い
る
古こ

い
ず
み
え
ん
じ
ゅ
ん

泉
圓
順
さ
ん
が
「
聖
徳
太
子
と

外
城
田
地
区
」
を
中
心
に
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

古
泉
さ
ん
の
母
校
で
も
あ
る
外
城
田

小
学
校
を
会
場
と
し
、
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
児
童
と
地
域
の
方
、
約
３

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

古
泉
さ
ん
は
、
子
ど
も
達
に
聖
徳
太

子
の
17
条
憲
法
を
「
遅
刻
や
早
退
は
し

な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
と
仲
良
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
」
と
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
し
た
。

町
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
国
束
山
に

あ
っ
た
国
束
寺
や
町
指
定
の
文
化
財　

伝
・
円
空
作
の
仏
像
な
ど
の
興
味
深
い

内
容
を
時
お
り
冗
談
を
交
え
な
が
ら

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
講
演
の
合
間
に
は
、
子
ど
も
達

と
ジ
ェ
ン
カ
を
踊
り
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
同
窓
生
と
共
に
田
丸
城
天

守
跡
で
町
の
発
展
を
祈
念
し
、
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

昨
年
８
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
た
下
外
城
田
小
学
校
校
舎
増
築
工
事

は
、
３
月
16
日
完
成
し
、
新
年
度
か
ら

授
業
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

母校の外城田小学校で講演をされる古泉さん

田丸天守跡での記念植樹

普通教室

校舎増築部分（外観）

多目的教室（放課後児童クラブ室）

増
築
し
た
の
は
、
既
存
校
舎
東
側
に

鉄
筋
３
階
建
て
、
延
べ
約
２
８
４
㎡
。

１
階
は
多
目
的
教
室
（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
室
「
つ
つ
じ
が
丘
児
童
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
も
使
用
）、
２
・
３
階
は
普
通

教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
増
築
部
分
に
は
、
既
存
校
舎
同

様
、
空
調
設
備
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

工
費
は
４
千
５
６
７
万
５
千
円
。
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税
務
住
民
課　
（
５
８
）８
２
０
１

■
平
成
24
年
度
『
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』

　

縦
覧
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

を
し
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
人

町
の
納
税
者
（
代
理
人
に
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
）

期　
　

間　

４
月
２
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
を
除
く

時　
　

間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場　
　

所　

役
場　

税
務
住
民
課

必
要
な
も
の

本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、

住
基
カ
ー
ド
等
）

生
活
福
祉
課
（
５
８
）８
２
０
３

■
「
川
や
水
路
で
異
常
を
発
見
し
た
ら
通
報
を
‼
」

「
魚
の
死
骸
が
浮
い
て
い
る
！
」

「
油
が
流
れ
て
い
る
！
」

な
ど
異
常
を
発
見
し
た
時
は
、

○
い
つ
（
発
見
時
刻
）

税
務
住
民
た
よ
り

生
活
福
祉
た
よ
り

応
募
資
格

平
成
24
年
度
に
、
新
た
に
対
象
設
備
を
設
置
し
、
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
自
ら
が
居
住
す
る
町
内
の
住
宅
（
新
築
を
含
む
）
に
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

②
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設

置
さ
れ
た
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
方

申
請
期
間

４
月
２
日
（
月
）
～
平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）

所
定
の
交
付
申
請
書
を
生
活
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

募
集
件
数　

60
件

※
申
請
様
式
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
町
補
助
の
他
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
対
す
る
補
助
を
国
に
お
い
て
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
申
請
に
つ
い
て
は
、「
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大

セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.j-pec.
or.jp

）
ま
た
は
０
４
３
（
２
３
９
）
６
２
０
０
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
平
成
24
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

●
運
動
期
間　

４
月
６
日
（
金
）
～
15
日
（
日
）

●
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日　

４
月
10
日
（
火
）

●
運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

三
重
県
内
で
は
、
今
年
20
人
（
３
月
12
日
現
在
）
の
尊

い
命
が
交
通
事
故
で
失
わ
れ
る
な
ど
、
重
大
な
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
安
全
運
転
に
心
が
け
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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せ
広
場

4

○
ど
こ
で
（
発
見
地
点
）

○
ど
ん
な
ふ
う
に
（
河
川
の
状
況
）

と
状
況
を
関
係
機
関
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

迅
速
で
的
確
な
み
な
さ
ん
の
通
報
が
き
れ
い
な
川
と
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
を
守
り
ま
す
。

連
絡
先　

生
活
福
祉
課
ま
た
は
三
重
国
道
河
川
事
務
所

０
５
９
（
２
２
９
）
２
２
１
８
へ
。

■
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
の
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ

４
月
１
日
か
ら
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、

限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提
示
す
れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療

機
関
等
の
窓
口
支
払
額
が
一
定
の
金
額
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
生
活
福
祉
課
ま
た
は
次
の
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課
】

◦
高
額
療
養
費
に
関
す
る
こ
と

０
５
９
（
２
２
１
）
６
８
８
４

◦
限
度
額
適
用
認
定
証
に
関
す
る
こ
と

０
５
９
（
２
２
１
）
６
８
８
３

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
補
助
に

　

つ
い
て

町
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

を
新
た
に
設
置
す
る
際
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
設
備
と
補
助
額

未
使
用
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
最
大
出

力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
。
１
件
当
た
り
６
万
円
。
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INFORMATIONINFORMATION

保
健
事
業
た
よ
り

東日本大震災から１年が経ち、被災された
皆様に謹んでお見舞い申し上げます。亡くな
られた方々のご冥福と被災地の一日も早い復
興をお祈り申し上げます。また玉城町から被
災地への支援に、ご協力いただいた皆様にも
厚く御礼申し上げます。

さて田丸小学校での町総合防災訓練（２／
26）には、約 500 人の参加をいただき、寒い
中ではありましたが大変熱心に訓練を受けて
いただきありがとうございました。
東日本大震災の教訓からも自助（自らが命

を守ること）、共助（共に助け合うこと）の
取組みが改めて重要視されておりますから、
今後、各区において防災訓練を行っていただ
くことを考えています。
その翌日には、この春、玉城町から自衛隊
に入隊する４人の若者が来庁いただきました
が、入隊のきっかけは、東日本大震災での自
衛隊員の活躍を見て、『人を助けたい』『社会
のために役立つ仕事に就きたい』との想いか
ら決意したということでありました。純真な
発言に心を打たれました。
玉城中学校卒業式（卒業生 172 人）でこの

ことを披露し、いつまでも玉城町の出身であ
ることを誇りにして、社会の発展に尽くす人
になってほしいと申し上げました。若い皆さ
んの今後のご活躍をお祈り申し上げます。

３月12日　町長室にて

町
長

コ
ラ
ム

生
活
福
祉
課　
（
５
８
）８
０
０
０

■
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
対
象
の

　

拡
大
に
つ
い
て

4
月
1
日
か
ら
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
３
０
０
万
円

未
満
か
ら
４
０
０
万
円
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

対　
　

象

＊
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

◦
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
に
よ
っ
て
妊
娠
の
見
込

み
が
な
い
か
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
判
断
さ

れ
た
も
の

◦
前
年
の
夫
婦
合
算
所
得
が
４
０
０
万
円
未
満
で
あ
る

こ
と

◦
指
定
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
方

助
成
内
容　

１
年
度
あ
た
り
10
万
円
を
限
度
に
通
算
５

年
間

申
請
に
必
要
な
も
の

（
１
）
申
請
書

（
２
）
受
診
等
証
明
書

（
３
）
医
療
機
関
の
発
行
の
領
収
書
（
原
本
）

（
４
）
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
住
民
票
で
夫
婦
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
戸
籍
謄
本
）

（
5
）
夫
お
よ
び
妻
の
「
控
除
額
が
記
載
さ
れ
た
所
得
・

課
税
証
明
書
」

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

平
成
23
年
12
月
31
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
町
議
会
議
員

　

東
谷
幸
久
氏
（
積
良
：
82
歳
）
に
旭
日
単
光
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

東
谷
氏
は
、
４
期
16
年
、

町
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
間
、
副
議
長
、
教
育

民
生
・
総
務
財
政
各
委
員
会

委
員
長
な
ど
重
責
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。

元
町
議
会
議
員　

故
東
谷
幸
久
氏
に

旭
日
単
光
章
贈
ら
れ
る

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ブ
レ
ス
」
巡
回
相
談

日
に
ち　

４
月
11
・
25
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所　

玉
城
町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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産
業
振
興
課
（
５
８
）８
２
０
４

■
ア
ス
ピ
ア
玉
城
「
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」

ア
ス
ピ
ア
玉
城
で
は
、「
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
に
ち　

５
月
３
日
（
木
）
〜
６
日
（
日
）

場　

所　

ア
ス
ピ
ア
玉
城

■
農
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

平
成
21
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
で
は
、
農

地
の
所
有
者
等
に
対
し
て
「
農
地
の
農
業
上
の
適
正
か
つ

効
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
旨
の
責
務
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定

に
基
づ
き
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
「
農
用
地
利
用
状
況

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が
あ
る
場
合
は
、
農

業
委
員
会
か
ら
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
ほ
か
、

納
税
猶
予
や
農
業
者
年
金
の
支
給
に
つ
い
て
影
響
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

所
有
し
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
は
、耕
作
を
行
っ
た
り
、

担
い
手
へ
の
貸
付
を
行
う
な
ど
荒
地
に
な
ら
な
い
よ
う
に

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
（
産
業

振
興
課
内
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
た
よ
り

【
消
費
に
関
す
る
お
知
ら
せ　

⑳
】

■
消
費
生
活
相
談
員
の

　

消
費
者
安
心
く
ら
し
情
報　

パ
ー
ト
Ⅶ

『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
便
利
⁉
』

携
帯
電
話
に
、
パ
ソ
コ
ン
並
み
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ア
プ
リ
が
付
い
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。

利
用
者
は
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル

も
急
増
し
て
い
ま
す
。
特
に
不
正
な
ア
プ
リ
に
仕
掛
け
ら

れ
た
〝
不
正
な
処
理
〟
を
実
行
す
る
こ
と
が
原
因
の
場
合

が
多
く
、
個
人
情
報
が
盗
ま
れ
る
な
ど
の
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
ウ

イ
ル
ス
や
不
正
な
動
作
に
対
す
る
対
応
が
必
要
で
す
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト
の
利
用
を
お
勧
め
す
る
ほ
か
、

個
人
情
報
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
、
紛
失
や
盗
難
対
策
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
も
忘
れ
ず
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

そ
れ
で
も
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

三
重
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー０

５
９
（
２
２
８
）２
２
１
２

【
４
月
の
相
談
日
】

日
に
ち　

９
日
（
月
）・
16
日
（
月
）・
23
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
4
時

場　

所　

役
場
産
業
振
興
課

教
育
委
員
会　
（
５
８
）８
２
１
２

■
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
を
お
持
ち
で
、
経
済
的

に
お
困
り
の
家
庭
に
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費

な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
家
庭
の
児
童
生
徒
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
に
な

っ
た
家
庭

▼
生
活
保
護
家
庭
に
準
ず
る
程
度
生
活
に
困
っ
て
い
る

家
庭

▼
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
猶
予
の
家
庭

▼
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
家
庭

以
上
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
、
そ
の
他
、
生
活

状
態
が
不
安
定
な
家
庭
が
基
準
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
現
在
受
給
中
の
家

庭
で
、
引
き
続
き
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
申
請
受
付
は
、
平
成
24
年
４
月
２
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
そ
れ
以
降
の
申
請
も
随

時
受
付
け
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
申
請
日
の
翌
月
か
ら

支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
た
よ
り

8城あとに夢を築くまち  たまき　2012-4



INFORMATION
子育て支援＆保健事業カレンダー
	 子育て	 保健福祉会館　（58）8000

日にち 事業名 時間 場所 内　　　容 対　　象 申込 備考

4月3日（火） ぴよぴよサロン 10：30～11：30 保健福祉会館 ベビーマッサージ 生後2カ月～6カ
月のお子さん 要

4月10日（火） 1歳のひろば 10：30～11：30 保健福祉会館 はじめまして・わらべ
うたあそび 1 歳のお子さん ―

4月17日（火） はいはいサロン 10：30～11：30 保健福祉会館 赤ちゃんの遊び
（わらべうた・自由遊び）

生後7カ月～11カ
月のお子さん ー

4月23日（月）2歳児のお子さん
集まれー！ 10：30～11：30 保健福祉会館 こいのぼりをつくろう ２・３歳のお子さん ―

毎週月曜日
　～金曜日

子育て支援タイム
「にこにこ」 10：00～15：00 保健福祉会館

（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士
が楽しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。
また、第１・３金曜日は、

「すくすく測定日」です。
身体計測ができます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

― 土・日・祝日は休み

	 保健（母子）	 保健福祉会館　（58）8000

日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

4月11日（水） 3歳児健康診査 12：50～13：20
(受付時間）

保健福祉会館
小児科健診・歯科健診・
身体計測・検尿・問診
など

Ｈ20.10.1～11.30
生まれのお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

4月12日（木） ７カ月児相談 13：00～13：15
(受付時間）

保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞かせ・
身体計測・問診・離乳食
の相談・育児相談

Ｈ23.8.16～9.15
生まれのお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

4月12日（木）
26日（木） 乳幼児相談

12日
10：00～11：30
26日
10：00～11：30
13：30～14：30

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子育
て全般に関する相談
助産師のおっぱい相談

（26日のみ）

生後２カ月～未就
園のお子さん ―

おっぱい相談のみ要
予約。

母子手帳をお持ちく
ださい。

4月25日（水） 離乳食教室
（初期～中期） 10：20～11：30 保健福祉会館 離乳食についての講話と

試食・絵本の読み聞かせ

生後8カ月から
1歳6カ月までの
お子さん

要 母子手帳をお持ちく
ださい。

	 保健（成人）	 生活福祉課　（58）8203

日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

4月４日（水） 健康相談 9：30～10：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に
関する相談 40歳以上の方 ― ―
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社
協
た
よ
り

消
防
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
（
５
８
）６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち　

４
月
10
日
（
火
）・
20
日
（
金
）・
30
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

保
健
福
祉
会
館

相
談
員　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち　

４
月
11
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

内　

容　

初
参
加
の
方　

集
ま
れ
企
画

み
ん
な
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
遊
び
�

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち　

４
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

対　

象　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち　

４
月
18
日
（
水
）

時　

間　

午
後
４
時
～
４
時
30
分

場　

所　

さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち　

４
月
25
日
（
水
）

時　

間　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

場　

所　

梅
が
お
か
児
童
館

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課（
２
５
）
１
２
６
３

■
平
成
24
年
度　

前
期　

危
険
物
取
扱
者
試
験

【
乙
種
第
４
類
と
丙
種
試
験
】

日
に
ち　

６
月
10
日
（
日
）

場　
　

所　

伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
13
番
15
号

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

願
書
受
付　

４
月
12
日
（
木
）
～
23
日
（
月
）

願
書
（
消
防
本
部
、
本
署
、
各
分
署
、
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
財
団
法
人　

消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
宛
へ
。
た
だ
し
、
電
子
申

請
の
場
合
は
４
月
９
日（
月
）午
前
９
時
～
４
月
20
日（
金
）

午
後
５
時
。

そ
の
他　

会
場
へ
は
、
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
乙
種
第
４
類
お
よ
び
丙
種
以
外
の
試
験
は
日
時
、
会
場

が
違
い
ま
す
！

■
平
成
24
年
度　

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

日
に
ち　

５
月
15
日
（
火
）

時　
　

間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
　

所　

伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
13
番
15
号

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

科　
　

目　

乙
種
第
４
類

定　
　

員　

１
０
０
人

受
講
料　

４
，
０
０
０
円
（
希
望
者
の
み
教
材
費
が
別

途
必
要
）

申　
　

込　

４
月
９
日
（
月
）
～
５
月
７
日
（
月
）
に
、

申
込
書
（
当
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

宛　
　

先　
（
社
）
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

（
☎
０
５
９
︱
２
２
６
︱
８
３
７
８
）

〒
５
１
４
︱
０
０
０
２　

津
市
島
崎
町

３
１
４
番
地
三
重
県
島
崎
会
館
2
階
）
宛
へ

そ
の
他　

会
場
へ
は
、
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

伊
勢
警
察
た
よ
り

伊
勢
警
察
署
（
２
０
）０
１
１
０

■
有
害
サ
イ
ト
に
よ
る
犯
罪
被
害
の
防
止
を
！

～
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
～　

子
ど
も
が
携
帯
電
話
で
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ

ト
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
性
犯

罪
な
ど
の
被
害
に
遭
う
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
の
多
く
は
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

携
帯
電
話
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
サ
イ
ト
に
は
、お
子
さ
ん

を
犯
罪
に
巻
き
込
む
恐
れ
の
あ
る
サ
イ
ト
も
存
在
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
携
帯
電
話
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用

し
て
、
お
子
さ
ん
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

４
月
は
新
学
期
を
迎
え
た
生
徒
が
、
環
境
の
変
化
に
伴

う
緊
張
感
や
不
安
感
か
ら
非
行
に
手
を
染
め
た
り
、
犯
罪

の
被
害
者
と
な
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
見
守
り
に
よ
り

少
年
か
ら
非
行
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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INFORMATION

季節は春！春を待ちわびた桜たちが一斉に花を開かせる
ように、今が旬の本も次々と出版されています。

良い本と出会い、心の花に水をたっぷりあげてください。
玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取り揃え、皆さ

んのご来館をお待ちしています。どうぞご利用ください。
なお、新規でご利用の方は図書カードの登録が必要です。（身
分証明書をご持参ください）

●購入図書
葉室麟「無双の花」、佐野眞一「あんぽん」、東野圭吾「歪
笑小説」、スティーグ・ラーソン「ミレニアム３上・下」、
加藤シゲアキ「ピンクとグレー」、佐伯泰英「酔いどれ小
籐次留書」、宮部みゆき「ステップファザー・ステップ」、
松崎洋「走れ！Ｔ校バスケット部７」、ヨラム・バウマン「こ
の世で一番おもしろいミクロ経済学」、大畠常靖「『一緒に
いたい』と思われる会話術」、戸羽太「被災地の本当の話
をしよう」

（実　用）
泰文堂「東京・足立区の給食室」、主婦の友社「血圧がみ
るみる下がる100のコツ」、白澤卓二「簡単５分の病気に
ならない朝食ジュース」、ＮＨＫ出版「ナチュラルガーデ
ンをつくる宿根草」

（児童書）
村上祥子「小学生のチョコレートのおやつマジック」、今
西乃子「命のバトンタッチ」、ウィン・グン監修「ポケモ
ンとえいかいわ」、ぎぼりつこ「しずくちゃん６」

（絵　本）
国崎信江「じしんのえほん」、長谷川義史「ようちえんい
やや」、斉藤洋「しょうがっこうへいこう」、川端誠「う
えきばちです」、浜田広介「りゅうのめのなみだ」、松谷
みよ子「たつのこたろう」
読みたい本のリクエストがありましたら下記へお願いしま

す。（予算、内容に照らし、
購入を検討させていた
だきます。）

問合せ先
　玉城町図書館
　（58）8212

図書館だより
～新着図書のお知らせ～

※玉城町図書館は村山龍平
記念館内にあります。

人
の
う
ご
き

（平成24年２月29日現在） 人口	 15,392人（＋ 8 人）
男	 7,556人（＋ 4 人）
女	 7,836人（＋ 4 人）

（　）は２月１日以降の増減 世帯数	 5,234世帯（＋ 5 世帯）

■
春
の
行
楽
期
・
山
岳
遭
難
事
故
に
は
十
分
に

　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、
登
山
ブ
ー
ム
が
広
が
り
、

そ
れ
に
伴
い
遭
難
す
る
人
の
数
も
増
加
し
、
特
に
中
高
年

の
遭
難
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
登
山
を
す
る
機
会
も
増

え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、登
山
を
す
る
と
き
は
い
ま
一
度
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

○
体
調
や
装
備
は
万
全
で
す
か
？

○
気
象
条
件
は
良
好
で
す
か
？

○
計
画
に
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
運
転
経
歴
証
明
書
制
度
の
変
更
に
つ
い
て

運
転
免
許
証
明
書
は
、
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
自

主
返
納
（
申
請
取
消
し
）
し
た
後
、
以
前
に
運
転
免
許
証

を
取
得
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
が
、
４
月

１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
、
身
分
証
明
書
と
し
て
の

機
能
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

主
な
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
交
付
申
請
期
間
が
免
許
証
の
自
主
返
納（
申
請
取
消
し
）

後
、
１
カ
月
か
ら
５
年
に
延
長

○
再
交
付
の
申
請
や
住
所
・
氏
名
等
の
記
載
事
項
の
変
更

が
で
き
る

詳
し
く
は
、
伊
勢
警
察
署
ま
た
は
三
重
県
警
察
本
部
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
０
５
９
（
２
２
９
）
１
２
１
２
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
あ
り
が
と
う
日
記

２
月
２
日
、
美

和
ロ
ッ
ク
労
働
組

合
（
中
央
執
行
委

員
長　

小
牧　

寛

由
）
様
か
ら
図
書

購
入
費
用
と
し
て
、

30
万
円
を
贈
呈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ありがとう手帖
♡
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た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
（
５
８
）６
５
５
５

■
平
成
24
年
度
会
員
募
集
！

た
ま
き
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
24
年
度
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

教
室
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
対
象
年
齢
、
開
催
日
、
時
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
広
報
た
ま
き
３
月
号
に

挟
込
み
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
ク
ラ
ブ
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
子
ど
も（
中
学
生
以
下
）》

２
，
０
０
０
円
（
う
ち
保
険
料　
　
８
０
０
円
）

《
一　

般
》

２
，
１
５
０
円
（
う
ち
保
険
料
１
，８
５
０
円
）

《
65
歳
以
上
》

２
，
０
０
０
円
（
う
ち
保
険
料
１
，０
０
０
円
）

ご
希
望
の
方
は
、
た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
中
央
公

民
館
内
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

≪平成24年度　町税（料金）納期のお知らせ≫
●町税などは納期を守って、必ず納めてください。
●お支払に便利な「口座振替」「クレジットカードによる継続的なお支払」をご利用ください。
（ご利用にあたっては、手続きが必要です）

振替日
項　目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
5月1日 5月31日 7月2日 7月31日 8月31日 10月1日 10月31日 11月30日 12月25日 1月31日 2月28日 4月1日

町県民税 １期 ２期 ３期 ４期
固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期
軽自動車税 全期

国民健康保険料
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

介護保険料
後期高齢者医療

保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

保育料 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 12月分 １月分 ２月分 ３月分
上・下水道料 ３月分 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 12月分 １月分 ２月分

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課
（
２
７
）５
１
４
８

日
に
ち　

４
月
26
日
（
木
）

受　

付　

午
後
1
時
～
3
時

場　

所　

県
伊
勢
庁
舎
（
相
談
室
1
）

内　

容　

精
神
科
医
・
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

「
よ
い
歯
で
い
き
い
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

参
加
者
募
集

伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会
事
務
所
（
２
４
）１
９
０
４

（
社
）
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会
で
は
、
6
月
10
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
歯
の
衛
生
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て
、
伊

勢
市
・
度
会
郡
在
住
の
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
の
歯
を
有

す
る
方
の
中
で
優
秀
な
方
を
表
彰
す
る
「
よ
い
歯
で
い
き

い
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
資
格　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
の
歯
（
治
療
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
）
を
有
す
る
方

期　
　

間　

４
月
13
日
（
金
）
～
５
月
９
日
（
水
）

方　
　

法　

伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯
科
医
院
に

て
無
料
の
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

※
お
問
合
せ
は
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会
事
務
所
へ
。

た
ま
ス
ポ
た
よ
り
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INFORMATION

玉城弘法温泉（化粧水）「うるおいの路」好評発売中！！

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
三
重
支
店
松
阪
工
務
区

０
５
９
８
（
２
１
）５
６
５
７

■
鉄
道
沿
線
で
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

耕
作
地
や
畔
等
の
野
焼
き
の
火
が
鉄
道
用
地
に
飛
び
火

し
、
列
車
を
止
め
る
と
い
う
事
象
が
続
い
て
発
生
し
て
い

ま
す
。
野
焼
き
を
さ
れ
る
際
は
、
関
係
消
防
署
へ
ご
連
絡

い
た
だ
い
た
上
で
、
火
の
動
向
を
し
っ
か
り
監
視
す
る
と

と
も
に
、
消
火
用
水
等
を
常
に
準
備
し
て
、
隣
地
に
燃
え

広
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
火
気
の
管
理
を
厳
重
に
お
願
い

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
玉
城
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
。

今
回
は
、
昨
年
８
月
に
実
施
し
た
「
高
齢
者
の
生
活

と
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
の
報
告
を
し
ま

す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
知
っ
得
・
納
得
」
で
も
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
ご
覧
い
た
だ
け

た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
高
齢
者
の
お
仲

間
が
ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
か
想

像
し
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ク
イ
ズ
形

式
に
し
ま
し
た
。
○
×
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
１
：
ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ
た
時
や
体
が
少
し
不
自

由
に
な
っ
た
と
き
に
高
齢
者
専
用
住
宅
な
ど
へ
の
住
み

替
え
を
希
望
す
る
と
答
え
た
人
は
、
半
数
以
上
あ
る

答
え
：
×

不
明
・
無
回
答
の
人
が
12
・
７
％
あ
り
ま
し
た
が
、

希
望
す
る
と
答
え
た
人
は
30
・
２
％
で
し
た
。
６
割
近

い
人
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
望
ん
で
い

ま
す
。

問
２
：
外
出
を
控
え
て
い
る
人
は
３
割
近
く
い
る

答
え
：
○

29
・
５
％
の
人
が
外
出
を
控
え
て
い
ま
す
。

問
３
：
外
出
を
控
え
て
い
る
理
由
の
ト
ッ
プ
は
、
足
腰

等
の
痛
み
で
あ
る

答
え
：
○

56
・
３
％
の
人
が
足
腰
の
痛
み
の
た
め
に
外
出
し
に

く
く
な
っ
て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

問
４
：
外
出
す
る
際
の
移
動
手
段
で
一
番
多
い
の
は
自

転
車
で
あ
る

答
え
：
×

一
番
多
い
の
は
自
分
で
車
の
運
転
を
し
て
出
か
け
る

人
で
50
％
あ
り
ま
し
た
。
次
に
多
い
の
が
自
転
車
で

30
・
３
％
で
し
た
。
元
気
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
も
。

12
・
８
％
あ
り
ま
す
。
足
腰
が
悪
く
な
る
と
、
自
転
車

に
乗
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す
、
外
出
の

機
会
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

問
５
：
約
８
割
の
人
が
入
れ
歯
を
使
用
し
て
い
る

答
え
：
×

入
れ
歯
の
利
用
者
は
63
・
２
％
。
歯
の
健
康
に
気
を

つ
け
て
、
定
期
的
に
歯
科
受
診
を
し
て
い
る
人
が
33
・

３
％
。
毎
日
歯
磨
き
を
行
っ
て
い
る
人
は
77
・
９
％
あ

り
ま
し
た
。

問
６
：
現
在
治
療
中
ま
た
は
後
遺
症
の
あ
る
病
気
と
し

て
高
血
圧
を
あ
げ
た
人
は
約
４
割
で
あ
る

答
え
：
○

42
・
６
％
の
人
が
高
血
圧
の
治
療
中
で
す
。
そ
の
他

の
病
気
と
し
て
は
、
目
の
病
気
（
14
・
７
％
）、
高
脂

血
症
（
12
・
６
％
）、
心
臓
病
（
12
・
５
％
）、
糖
尿
病

（
12
・
４
％
）
で
し
た
が
、
病
気
が
な
い
と
答
え
ら
れ

た
方
も
11
・
３
％
あ
り
ま
し
た
。

問
７
：
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
と
よ
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
９
割
を
超
え
て
い
る

答
え
：
○

91
・
78
％
の
人
が
そ
う
感
じ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

53
・
７
％
の
人
は
信
頼
で
き
る
医
師
に
巡
り
会
え
て
い

ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
高
齢
期
に

は
、
様
々
な
病
気
を
抱
え
て
、
行
動
範
囲
も
狭
く
な
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
や
人
々
の
も
と
で
、
あ
な
た

ら
し
く
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
病
気
を
予
防
し
、

病
気
に
な
っ
た
ら
き
ち
ん
と
受
診
し
、
治
療
に
励
む
こ

と
。
生
活
上
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
出
て

き
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
高
齢
者

の
相
談
窓
口
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
み
な
み

な
み
な
みだ

よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
５
８
）７
３
７
３

Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
の
お
願
い

ありがとう手帖
♡

《ふるさと応援寄附金（2/1 ～ 2/29）》
●南部武史様・桧山浩様・池山昭様ほか7名の方から、総額14万円のご寄附をいただきました。
※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。 ※「ふるさと応援寄附金」については町ＨＰで紹介しています。

アスピア玉城（ふれあいの館） 「お花見」キャンペーン�
アスピア玉城で“花”も“団子”も“温泉”もお楽しみください。

ふれあいの館（58）8800

《営業案内》
時　間：午前10時～午後9時（入浴受付は午後8時まで）
休館日：水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
料　金：大　人　　500円（12歳以上）
　　　　子ども　　350円（12歳未満）　※3歳未満無料
　　　　65歳以上　350円　　 障がい者　350円

確認印

期間中、本冊子をお持ちいただくと、

“無料入浴”ができます（１冊につき２名様まで）。

◆期間：４月７日（土）～17日（火）
※必ず本冊（広報たまき４月号）を持参してください。
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こ
ん
な
話
　
ど
ん
な
話

十
七
〈
ニ
ン
ニ
ク
を
稲
の
防
虫
剤
に
、
百
姓
知
恵
を
絞
る
〉

ニ
ン
ニ
ク
に
よ
る
う
ん
か
駆
除
の
話
を
続
け
る
。

前
回
は
、
大
庄
屋
の
指
示
で
、
百
姓
が
試
験
的
に
ニ
ン
ニ

ク
を
防
虫
剤
と
し
て
使
用
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、話
は
進
ん
だ
。

次
は
大
庄
屋
の
ま
と
め
た
報
告
書
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

前
文
省
略
―

右
の
趣
、
早
速
村
々
へ
申
し
聞
か
せ
、
取
り
計
り
ま
し
た
が
、

土
地
に
よ
っ
て
は
、
少
々
虫
気
が
薄
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
特
別
に
変
わ
る
こ
と
も
な
い
と
申
し
出
た
村
々
も
御
座
い

ま
し
た
。
依
っ
て
、
こ
報
告
い
た
し
ま
す
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

残
念
な
が
ら
、
村
の
米
作
研
究
家
の
工
夫
は
実
効
が
な
か
っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
徒
労
に
帰
し
た
と
は
言
え
な
い

が
、
画
期
的
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
味
で
目
立
た
な
い
研
究
は
、
品
種
改

良
と
同
様
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
取
り
組
み
で
あ
る
と

考
え
る
。
村
の
米
作
研
究
家
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

さ
て
、
も
う
一
件
の
研
究
を
紹
介
す
る
。

『
萬
歳
留
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
稲
作
技
術
で
あ
る
が
、

例
の
「
農
業
全
書
」
に
も
、詳
述
さ
れ
て
い
る
研
究
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、「
寒
水
漬
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
で
、
虫
の

駆
除
や
細
菌
へ
の
耐
性
を
高
め
る
研
究
で
あ
る
。
や
や
専
門

的
な
内
容
な
の
で
、
最
初
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
後
で
詳

し
く
解
説
す
る
。

こ
の
稲
作
技
術
は
、
苗
を
作
る
前
の
籾
種
を
、
寒
中
（
小

寒
の
始
め
か
ら
大
寒
の
終
わ
り
迄
の
間
）
か
ら
保
存
し
て
お

い
た
水
に
漬
け
た
う
え
で
、
苗
代
に
播
種
（
ハ
シ
ュ
・
種
ま

き
）
す
る
と
、
苗
に
虫
や
菌
に
対
す
る
耐
性
が
培
わ
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
実
験
の
結
果
の
報
告
で
は
、
相
当
な
効

果
が
出
た
と
の
事
。

詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

享
保
時
代
の
中
頃
の
こ
と
、紀
州
の
在
方
役
所
と
大
庄
屋
・

庄
屋
の
間
で
、
稲
作
技
術
に
つ
い
て
、
色
々
と
書
付
を
や
り

取
り
し
て
、
稲
に
付
く
虫
の
駆
除
や
菌
類
の
防
止
に
真
剣
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

『
萬
歳
留
』
の
元
禄
時
代
の
部
に
、
そ
の
記
録
が
見
え
る
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

一
筆
啓
達
致
し
ま
す
。
さ
て
、「
寒
水
漬
の
籾
種
で
苗
を
育

て
る
と
、
虫
は
付
か
な
い
と
の
事
に
つ
い
て
、
一
地
方
の
三

か
村
で
当
年
は
少
々
ず
つ
作
ら
せ
見
候
所
、
少
し
小
出
来
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
虫
付
き
や
く
せ
気
も
な
く
、
寒
水
漬
で
は

な
く
、
他
に
稲
十
分
に
出
来
た
立
毛
の
取
実
と
同
様
に
て
、

全
体
に
宜
し
き
由
、

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

と
い
う
事
で
、
そ
の
地
方
で
は
、
実
験
的
に
多
く
の
百
姓
に

呼
び
か
け
て
、
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

惣
体
村
々
で
籾
種
の
寒
水
漬
に
致
さ
せ
る
事
で
あ
る
故
、
当

春
寒
水
を
蓄
え
置
き
、
来
春
も
み
種
浸
し
候
節
、
村
々
に
て

一
斉
に
寒
水
漬
に
致
し
見
申
す
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
無

理
に
申
し
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
は
、
得
と
申
し
聞
か

せ
、
も
し
、
差
し
障
る
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
事
を
書
付
で
申

し
出
る
べ
き
で
あ
る
。
又
、
来
年
寒
水
漬
に
て
毛
付
の
節
、

郡
々
町
数
何
程
と
の
書
付
を
差
し
出
す
よ
う
、
…
略

下
げ
紙

春
水
器
に
入
れ
、
籾
種
浸
し
候
え
ど
も
折
々
水
入
れ
替
え

申
さ
ず
候
で
は
、
水
悪
し
く
成
り
候
え
ば
、
寒
水
は
度
々

入
れ
替
え
候
に
は
及
ば
ず
候
に
付
、
さ
の
み
多
く
貯
え
置

き
申
さ
ず
候
で
も
、
相
済
申
し
候
よ
し
二
候
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

さ
て
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
中
稲
と
晩
稲
の
籾
種
で
、
場

所
は
二
箇
所
、
地
面
土
地
は
同
様
の
所
、
植
え
様
や
肥
や

し
も
同
様
に
、
実
験
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
春
先
か
ら
生
い

立
ち
宜
し
く
、少
し
も
う
ん
か
虫
付
が
見
ら
れ
ず
と
い
う
。

結
果
が
良
好
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
い
よ
い
よ
御
郡
奉
行

様
が
お
出
ま
し
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

御
郡
奉
行
様
方
が
当
村
御
毛
見
（
稲
の
出
来
具
合
を
調
べ

る
事
）
の
節
、
右
寒
水
漬
の
稲
田
、
又
恒
例
の
春
水
漬
の

稲
田
の
両
方
の
田
地
に
て
、
坪
刈
り
と
籾
摺
り
を
遊
ば
せ

た
と
こ
ろ
、
左
の
と
お
り
。

次
回
（
広
報
た
ま
き
平
成
24
年
２
月
号
）
へ
続
く

※
誤
っ
て
十
八
を
先
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
次
回
は『
十
九〈
く
ち
な
わ　

異
聞
〉　

そ
の
一
』

で
す
。

【
提
供
者　

加
納
利
和
】

歴
史
こ
ぼ
れ

噺噺ばなし

裁
判
所
職
員
募
集

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

０
５
９
（
２
２
６
）４
８
０
５

平
成
24
年
度
の
裁
判
所
職
員
採
用
総
合
職
試
験
（
院
卒

者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）
お
よ
び
一
般
職
試
験
（
大
卒

程
度
試
験
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
５
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～
４
月
11
日
（
水
）

○
郵
送

４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
16
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験
日　

６
月
３
日
（
日
）

受
験
資
格

院
卒
者
試
験
：
30
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
大
学
院
修
了
者

お
よ
び
終
了
見
込
み
の
者

大
卒
程
度
試
験
：
21
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

※
受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.courts.go.jp

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
義
援
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金
（
平
成
23
年
３
月
14
日

～
平
成
24
年
３
月
12
日
）
の
総
額
は
２
７
，
６
１
３
，

３
９
８
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
温
か
い
お
気
持
は
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
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３月25日～４月24日
たまきチャンネル プログラム

時 内　　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7 00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組

0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②

7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょったま①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）

閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

玉城チャンネルについてご意見・ご感想をお待ちしています。
注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

たまきチャンネル CATV
123ch

有 料 広 告

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

【3月31日】◦小学校卒業式
◦保育所修了児の歌

【4月 7日】◦田丸にぎわい市
【4月14日】◦保育所入所式
【4月21日】◦小中学校入学式

音声付文字情報『ちょっとたまき』(毎週土曜日更新)

特別番組（毎月1・16日更新）

【4月 1日～15日】	 ふるさとクリスマスコンサート(松商ギター部)
【4月16日～30日】	 第7回福寿学級『玉城学園』

知っ得、納得（毎月5・20日更新）

【4月5日～19日】	 健（検）診・希望調査について
【4月20日～5月4日】	 未定

議会放送（終了まで）

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。

みなさんが撮った映像・作った番組を大募集！！
（例）美しい景色や珍しい花（町内に限らず）
　　　サークル・ボランティア団体の紹介・募集など

○ 番組に関するお問合せ…
役場総務課　電話（58）8200

○ 放送に関するお問合せ…
㈱アイティービー　電話　（27）0700

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

15 城あとに夢を築くまち  たまき　2012-4



診療内容のお知らせ	
玉城町国民健康保険玉城病院（58）3039

診 療 時 間　午前8時45分～正午
　　　　　　　午後3時〜5時
受 付 時 間　午前8時～11時45分
　　　　　　　（皮膚科は11時30分まで）
　　　　　　　午後2時30分～4時45分

総合相談窓口　面談	 　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時～午後 4 時　（58）3039

ご 案 内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により担当医および診療曜日が変わることがあり
　ます。

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 ※ 三重大学
循環器内科 循環器内科 三重大学

循環器内科 ※

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

沖上
4月2日～

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田 矢田 関口 矢田 矢田

特殊外来
三重大学
皮膚科

9：00～12：00

三重大学
眼科

9：00～11：30

午後
3：00 ～
5：00

内　　科 ※ ※

外　　科 三重大学
外科

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

沖上
4月2日～

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田 矢田

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りしていますのでご了承ください。

※外科担当医が代診
いたします。
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玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

■玉城町役場
TEL 58-8200	 FAX 58-4494

●総務課	 TEL 58-8200
●税務住民課	 TEL 58-8201
●生活福祉課	 TEL 58-8203
●産業振興課	 TEL 58-8204
●建設課	 TEL 58-8205
●上下水道課	 TEL 58-8207
●出納室	 TEL 58-8210
●議会事務局	 TEL 58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）

TEL 58-8212	 FAX 58-7588

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

■玉城病院
TEL 58-3039	 FAX 58-7299

■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設

TEL 58-3770	 FAX 58-3790
●訪問看護ステーション	 TEL 58-8117●訪問介護ステーション	
●居宅介護支援事業所	 TEL 58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）

TEL 58-7373　FAX 58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）

TEL 58-8000	 FAX 58-8688
■さくら児童館

TEL 58-8527	 FAX 58-8528

■梅がおか児童館
TEL 58-8345	 FAX 58-8346

■いなほの郷児童クラブ室
TEL 58-3956	 FAX 58-3956

■中央公民館
TEL 58-6331	 FAX 58-7755

■アスピア玉城
●玉城ふれあいの館

TEL 58-8800	 FAX 58-8801
●ふるさと味工房アグリ

TEL 58-8686	 FAX 58-8687
■社会福祉協議会

TEL 58-6915	 FAX 58-6916
■元気バス	 TEL 58-8181

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　　所：伊勢市八日市場町13-1 伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596－25－8795
診 療 日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前10時～正午・午後1時～5時　　夜間　午後7時30分～10時
三重県地域救急医療情報センターコールセンター：電話0596－28－1199

放射線技師・
看護師・看護助手募集中�

※詳しくは玉城病院へお問合せください。

福祉会館まで

有 料 広 告 有 料 広 告
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